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■「山陽製紙」のルーツ

大阪の会社だが，社名に「山陽」とある

とおり，ルーツは広島である。原田六次郎
らくいち ふた

社長の祖父で創業者の楽一氏は，広島県双
み ぐん き さ ちょう み よし

三郡吉舎町（現在の三次市）の生まれ。三

次製紙というチリ紙のメーカーで勤務し，

営業を担当して業績拡大に大いに貢献し

た。やがて，この会社の営業責任者を務め

ながら，その販売代理店として「原田大誠

堂」というチリ紙と文具の店を出すことを

認められ，楽一氏の妻，トモ夫人がその店

を切り盛りした。１９２８年（昭和３年）のこ

とで，この「原田大誠堂」が山陽製紙のル

ーツに当たる。

「原田大誠堂」はやがて「山陽紙業」と

名前を変えて広島市内に拠点を移し，事業

を拡大。戦争がはじまって紙が貴重品とな

り，その販売が政府の統制を受けるように

なると，統制会社として広島の同業組合の

中心的存在になった。だが，１９４５年８月６

日の原爆によって，会社資産のほとんどを

失った。楽一氏は幸いにも命をとりとめ，

戦後の復興の中で「山陽紙業」は再び勢い

を盛り返した。
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環境負荷軽減に向けて
みんなの力を結集する会社

山陽製紙 株式会社 大阪府泉南市男里６‐４‐２５
従業員数：４５人

セメント袋の綴じ口や電線の束を巻く包装紙など，工業用クレープ紙をつくってきた会

社である。近年は「環境負荷軽減」を経営理念に掲げ，全社をあげてそれに向けて取り組
す

む中から次々と新製品を生み出している。食品廃棄物を焼いた炭を抄き込んだ消臭効果の

あるクレープ紙から企業向けノベルティをつくったり，使用済みコピー紙を封筒やメモ帳

に再生することで，「環境負荷軽減」への参加を訴える事業を展開するなど…。これらの
はら だ ろく じ ろう

取り組みがどのようにして生まれたのか。原田六次郎社長に聞いた。

原田六次郎社長
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１９５０年，楽一氏の長男で後に２代目社長

となった博氏の長男として，原田さんが生

まれた。再出発の起点となった被爆から数

えて６年目に当たり，上に姉がいて２人目

の子だったため「六次郎」と名づけられた

という。翌１９５１年，楽一氏は銀行のすすめ

で，廃業した大阪の製紙工場を引き継ぐこ

とを決め「山陽紙業大阪工場」とした。だ

が６年後，取引先から受領した手形が不渡

りとなって資金ショートし，山陽紙業は

１９５７年に倒産。仕入れ先の支援を受けた大

阪工場は「山陽製紙」と名前を変えて再出

発したのである。

■3代目社長への就任

原田六次郎さんは，自分がこの会社の後

継者になるとは思っていなかった。船が好

きで，大学で造船を学び，造船技師として

新潟で働いていた。しかし，１９７４年，オイ

ルショックで造船需要が急速に減退。新た

な建造計画が皆無となり，工場の草取りを

する日が続いた。大好きな船をつくる日々

はもう戻らないかもしれない。そんなとき

２代目社長の父，博氏から「大阪に戻って

こないか？」と声をかけられ，帰阪を決意。

山陽製紙に入社した。２４歳だった。

以後，それまでとはまったく畑違いの製

紙業で，見よう見まねで営業と経理の仕事

を手伝っていた。そんな日々が１０年も続い

たある土曜日，定時に社長の博氏が退出し

た後３０分ほどして，突然に電話がかかって

きた。近くのスイミングスクールからの電

話で，博氏がプールで倒れ，病院に担ぎ込

まれたという。大動脈瘤破裂で，博氏はそ

の日のうちに帰らぬ人となった。

そのとき原田さんは３４歳。それまでやが

て自分がこの会社を率いていく立場になる

のだと思いながら生きてきたのなら違った

だろうが，心の準備がまるでできていなか

った。当時，工場・営業・経理のそれぞれ

の部門に番頭ともいうべき優秀な社員がい

た。「私が社長なんてとんでもない。３人の

うちの誰かに社長を引き受けてもらえれば

…」と原田さんは気弱な言葉を口にした。

しかし，「社長はあなたしかいない。我々が

支えるから，どうぞ六次郎さんが社長にな

って取りまとめてください」と説得され，

神輿の上に押し上げられるようにして，原

田さんは１９８４年，３代目社長に就任した。

■セメント袋と電線包装紙

古参社員たちに支えられながら，見よう

見まねで社長の仕事を続けてきた。そのう

ちにこの会社の置かれている状況を，少し

ずつ距離を置いて見ることができるように

なっていった。

山陽製紙は古紙を原料にした再生紙で工

業用のクレープ紙を製造している。セメン

ト袋の綴じ口や電線の包装紙などに利用さ

れる紙である。クレープ紙には細かい皺が

あり，それが紙に強度，弾力性，伸縮性を

与えている。そのため，セメント袋の口を

新・改善改革探訪記
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ミシンで綴じることが可能になり，あるい

は硬くて重い電線の束にピタッと密着して

保護する役割を果たしていた。独自のノウ

ハウを活かしたニッチ市場で，需要は安定

していた。どこの建設現場でも，大量のセ

メント袋が運び込まれ，その口は山陽製紙

のクレープ紙で閉じられていた。しかし，

１９９０年代に入ると，セメントは生コン車で

運び込まれるようになり，市場は縮小傾向

をたどりはじめていた。

いまのうちに次の時代を担う新製品を開

発しなければならない…と原田さんは思う

ようになった。そのために，社員からアイ

デアを求め，クレープ紙で手提げ袋やラッ

ピングペーパーをつくり，大手の文具店や

生活雑貨店に営業に出向いて，置いてもら

った。何度か繰り返して注文があったもの

の，量的にはわずかだった。

■梅のタネからつくった消臭ペーパー

新製品開発は，やがて「環境負荷軽減」

を意識して，それをキーワードにしてすす

められるようになる。そのきっかけとなっ

た出来事が２００３年にあった。同じ泉南地域

のタオルメーカーが，和歌山の南高梅のタ

ネを焼いてつくった炭の粉末を糸に混入

し，その糸を織って消臭効果のあるタオル

をつくったというニュースを新聞で見たの

である。社内でそれが話題になり，紙でも

同じことができないだろうか，と話し合っ

ていた矢先に，当のタオルメーカーから，

まさにそういう紙をつくれないかとの問合

せを受けた。タオルメーカーは中元・歳暮

のギフトセットの中に，消臭効果のある紙

製品を詰め合わせてセット販売することを

計画していた。もともと注目していたテー

マだったから，社員たちは炭で真っ黒にな

りながらそれに取り組んだ。炭を水に溶

き，それを噴霧するなど，試行錯誤しなが
す

ら，半年かけて梅のタネの炭を抄き込んだ

クレープ紙を完成させ，タオルメーカー

に，１．２メートル幅で長さが数千メートル

に及ぶ原反の形で納品した。

期待していた程の追加注文はなかった。

しかし，後述の５０周年以後の「環境負荷軽

減」に向けた取り組みの中で新製品開発が
かす

すすみ，梅のタネ，ビールの大麦滓，コー

ヒー滓などからつくった炭を抄き込んだク

レープ紙で消臭・調湿・防虫効果のある紙

をつくり，「SUMIDECO」というブランド

で自力販売することを決めた。「炭でエコ

する」という意味である。

クレープ紙の原料は古紙で，それに食品

廃棄物をリサイクルした炭を加えること

で，元の素材よりも価値のあるアップサイ

電線の束を包むクレープ紙
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クルを実現したのである。そのことがセー

ルスポイントとなって「SUMIDECO」製品

は，靴の消臭剤シートなど，ノベルティ商

品として企業団体に向けて販売されている。

■使用済みコピー用紙の再生を事業化

もうひとつ，使用済みのコピー用紙を小

ロットで再生する「PELP！」という新事業

も誕生した。「PELP！」は「Paper Help」。

捨てられていく紙を助けようという意味。

事業所から出る使用済みコピー用紙は，新

聞紙など一般の紙と一緒にリサイクルに回

すと，段ボールの原料となるが，それだけ

を分別すれば高品質の紙としてリサイクル

できる。そこで，ネットで申し込んだ企業

団体に専用の回収袋（PELP！ BAG）を送

り，そこに使用済みコピー用紙を入れて送

ってもらい，それをリサイクルして封筒や

名刺，便箋，メモ用紙などに加工して送り

返すというサービスをはじめたのである。

再生された封筒やメモ用紙には申込み企業

名やロゴとともに「１００％再生紙，環境に

やさしい無漂白。弊社は不要コピー用紙を

リサイクルしています」と小さく印刷され

ており，申込企業の環境への貢献をアピー

ルできるというもので，企業団体の環境意

識の高まりとともに注文が増えている。

■「環境負荷軽減」を掲げる経営理念

２００７年，「山陽紙業大阪工場」が「山陽

製紙」として再スタートしてから満５０年を

迎え，社員とその家族，そしてＯＢなど２００

人余が集まって祝賀の宴が催された。何人

かの出席者から「次は１００周年ですね。そ

れを目指して頑張りましょう」という声が

あがった。それを聞いて原田さんは大いに

考えさせられたという。

５０年後には，自分もここにいる多くの人

たちも，もういないだろう。しかし，でき

ることならこの会社に１００周年を迎えさせ

たい。そのためには，会社は世の中から支

持を受け続けなければならない。そうなる

ためには何が必要か。そのことを幹部社員

と一緒に話し合った。

売上げや利益の数字を毎日追いかけるだ

けでは足りない。会社がお客様と地域から

新・改善改革探訪記

ノベルティとして利用される消臭カード コピー用紙を再生した封筒
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支持され続け，働く人たちがどんなときに

も変わらずに力を合わせていくには，確固

とした経営理念が必要だ。その理念のキー

ワードは，おそらくは「環境負荷軽減」だ

ろう。幹部を交えた話し合いはそんなふう

にまとまっていった。

山陽製紙は，古紙を原料とした紙を小ロ

ット生産してきた。古紙を原料とする紙

は，パルプを原料とする紙よりも価値が低

いとされた。また，小ロット生産は大ロッ

ト生産より生産性が低いとされてきた。し

かし，環境という観点から見ると，バージ

ンパルプよりも古紙をリサイクルするほう

が環境にやさしく，小ロット生産のほうが

ムダが少なく，環境にやさしい。製紙とい

う産業は，大量の地下水を使い，大量の電

気とガスを消費しながら紙を乾燥させ，環

境に大きな負荷をかけながら行われてお

り，それだけになおさら「環境負荷軽減」

という視点は外せない。そこで，次のよう

な経営理念が生まれた。

「私たちは紙づくりを通してお客様と喜

びを共有し，環境に配慮した循環型社会に

貢献します」

おのさとがわ

■男里川のボランティア清掃

経営理念を全社に浸透させるために，原

田さんは，社員の積極的な経営参加を求め，

その一環として，会社のこれまでの歩みを

みんなで共有することを目指した。故郷の

広島に足を運び，かつての関係者を訪ねて

歩いて，あらためて祖父で創業者の楽一氏

の事績を確認，楽一氏に力を貸した社員１

人ひとりの写真をもとに，プロに依頼して

似顔絵を起こし，劇画風の社史に仕立てて

ホームページで公開し，みんなで共有した。

ホームページ制作の仕事も若手社員たち

に委ねた。ホームページに会社の写真を掲

載しようとした社員が，隣接する二級河川
おのさとがわ

の男里川に大量のゴミが堆積していること

に気づき，自分たちの手で川の清掃をはじ

めた。しかし，一朝一夕ではきれいになら

ない。原田さんを含めてほとんどの社員が

交代で清掃ボランティアに参加するように

なり，以来，毎月第２日曜日に男里川の清

掃奉仕を続けている。

■6つの委員会活動

また，社員１人ひとりが，日々の業務の

ほかに全社的な視野の下で何らかの役割を

担うことにし，全員が次の６つの委員会の

いずれかのメンバーとなって活動をすすめ

ている。

�理念委員会…経営理念の理解を深めるた

めの活動を推進。毎年理念祭を開催。部署

ごとの取り組みを発表している。

�業績アップ委員会…会社の利益計画と，

各部署が必要とする経費予算の差を埋める

ために，部署ごとに売上げ向上と経費削減

の目標を設定。みんなで目標達成のための

改善提案を競い合う。

�３S委員会…工場と事務所の３S（整
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取材・執筆 山口 幸正（やまぐち ゆきまさ）

《プロフィール》
外資系食品製造業人事部勤務の後，産業教材出版業勤務。全国提案実績調査を担当し，改善提案教
育誌を創刊。１９８５年に独立し創意社を設立，『絵で見る創意くふう事典』『提案制度の現状と今後の
動向』『提案力を１０倍アップする発想法演習』『提案審査表彰基準集』『改善審査表彰基準集』『オフ
ィス改善事例集』などの独自教材を編集出版。４０年にわたって企業・団体の改善活動を取材。現在
はフリーライター。
●創意社ホームページ http://www.souisha.com 「絵で見る創意くふう事典」をネット公開中

理・整頓・清掃）活動を推進する。

�ゼロエミ委員会…廃棄物の分別によりゴ

ミゼロを目指し，省エネを推進する。

�創客委員会…どうしたらお客様に喜んで

もらえるかを考える。併せて小中学生や外

国人研修生を含めて工場見学を積極的に受

け入れ，「環境負荷軽減」を目指す活動を

外に向けてアピールする。

�ＥＳ委員会…従業員満足度を調査し，満

足度向上の方法を提案する。

■エコ検定とCSR検定への挑戦

これらの活動を通じて意識が高まり，環

境についてもっと勉強しようという機運が

高まって，社内のあちこちで勉強会がはじ

まった。当初は原田さんや幹部社員が講師

を引き受けたが，後に先輩社員が後輩社員

を指導するようになり，エコ検定に挑戦。

現在までに社員の７５％が合格。さらにＣＳ

Ｒ検定３級にも挑戦し５０％が合格している。

「SUMIDECO」「PELP！」などの新製品，

新事業は，こうした風土の中からみんなで

考えて生み出したものである。これらの活

動が評価され，環境省の「人づくり企業大

賞」を２０１７年から毎年受賞。２０１９年は環境

大臣賞を受賞している。

新・改善改革探訪記

男里川の清掃ボランティア活動




